
開催日時：

開催場所： 日本薬科大学講義棟3　723講義室

演題1 「最近の大腸癌治療と自施設における薬学的介入例について」

演題2

演題3 「最近の肺癌治療と自施設における薬学的介入例について」

演題4 「最近の乳癌治療と自施設における薬学的介入例について」

演題5 「がん患者さんに薬剤師ができること」

総合評点
3.5

(4件尺度)

アンケー
ト意見あ
り（枚）

32

評価記入---4.とても適切　3.適切　2.やや不適切　1.全く不適切　

1－① とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

55 48 0 0 0 3.5

1-② とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

54 48 1 0 0 3.5

1. 講演テーマについて

東京医科大学病院　薬剤部　主査　東　加奈子　先生

研修者数

第74回抗がん剤研修会（集中講義）参加者アンケート集計結果

2015年2月1日(日）9：30～17：00

厚生連久喜総合病院　薬剤部　伊藤　剛貴　先生

深谷赤十字病院　薬剤部　島田　雅弘　先生

アンケート回収率

91%

アンケート提出数

113

羽生総合病院　薬剤部　川田　亮　先生

103

「最近の胃癌治療と自施設における薬学的介入例について」

済生会川口総合病院　薬剤部　鈴木　貴之　先生
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1-③ とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

53 47 2 0 1 3.5

1-④ とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

55 45 0 0 3 3.6

1-⑤ とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

70 26 1 0 6 3.7

2-① とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

54 47 1 0 1 3.5

2.講演内容について
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2-② とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

55 46 2 0 0 3.5

2-③ とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

44 52 6 0 1 3.4

2-④ とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

54 45 0 0 4 3.5

2-⑤ とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

69 29 0 0 5 3.7
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3 とても満足 満足 やや不満足 全く不満足 無回答 平均

52 44 1 0 6 3.5

4 大いに役立つ 役立つ
やや役立た

ない
全く役立た

ない
無回答 平均

54 43 0 0 6 3.6

アンケート意見（32枚）
2．講演内容について

2-① 分かりやすかった 1
基礎的な内容から実際の介入方法まで分かりやすかった 1

2-② 治療使用できる手段の幅が広がった 1
症例事例に考えさせられるものがあった 1

2-③ 資料が小さくて見づらかった 1
2

2-④ 話の流れがよかった 1
治療の目的、薬剤選択方法がよく理解できた 1

2-⑤ 薬学以外の内容もあり新鮮だった 1
4.本研修会で学んだことは今後の業務に役立つか

今後の業務にすぐ活用可能であるため役立つ 1
5.今後取り上げてほしいテーマについて

3. 本研修会の印象について

4.本研修会で学び今後の業務に役立つか

スライドが見にくかった
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血液がん 3
膵臓がん 2
肝臓がん 1
食道がん 1

1
消化器がんレジメン 1
肛門、泌尿器 2
脳 1
心電図の読み方 1
抗がん剤治療中におきた副作用に対して行った介入例 1
後輩育成で取り組んでいる各施設状況 1
薬剤師におけるフィジカルアセスメント 1

薬剤師から医師、看護師にアプローチした実症例について 1
経営者に薬剤師が必要だということを理解してもらう方法 1

6．本研修会で気づいたこと・質問・希望
1
1
1

実際の症例の話があり、とても分かりやすかった 4
新人にも分かりやすい説明で本当に為になった 2

今回は薬剤師視点の話が中心でとてもおもしろかった 1
薬剤師1年目だが、東先生の話を聞いてやる気がでた 1
東先生の話は特に勉強になった 1
今後もこのような講義を聞きたい 1

1
薬学的介入が全体的に少なかったのが残念だった 1
ガイドラインの解説より症例を提示してもらった方が勉強になる 1
ハンドアウトのグラフ、表の文字がかすれていて見づらかった 1

場所が遠い 1

自分もさらに勉強を重ねていきたいと思った

薬薬連携の重要性を改めて認識した
抗がん剤治療薬、化学療法のレジメンや副作用などとても勉強になった

基礎的な部分から話が聞けてよかった

参加費が倍になったのが納得できない。質の向上が目的とのことだった
が、値上げ分が寄与しているようにみえないので、参加費を再検討して
ほしい

各演者の先生方の考え方をうかがうことができ大変参考になり有意義な
研修だった

1

1

土日に行われる研修会は精神科と抗がん剤の研修会しかないように思わ
れるので、他の分野の研修会も土日に行ってほしい

1

院内薬局の薬剤師の先生方から保険調剤薬局に対して発信したいことに
ついて

1

頭頸部がん


